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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
5 0 0 2 9 12 3 5 2 3 1 4 5 4 1 0
6 * 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 0 0 1 9 16 0 0 4 2 4 6 1 0 0 0
15 * 1 2 3 8 0 0 2 0 2 2 3 4 1 0
44 * 0 0 8 9 1 4 2 2 8 10 3 0 0 1
61 0 0 2 6 9 1 2 1 2 4 6 3 4 2 0
64 * 0 0 0 3 0 0 2 0 2 2 4 1 2 1
72 * 0 0 1 3 0 0 2 0 3 3 0 9 1 0
80 0 0 0 2 8 0 0 2 3 11 14 3 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 4 4 0
2 8 39 69 5 11 17 12 35 47 22 22 7 2

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
8 * 1 8 1 2 1 2 0 2 5 7 4 1 1 0
9 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
13 0 0 3 1 4 0 2 1 0 1 1 1 1 0 0
19 * 2 5 0 1 1 4 1 0 0 0 2 0 2 0
21 * 1 9 13 20 3 5 1 0 1 1 1 1 4 0
23 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
26 0 2 5 0 1 0 0 4 0 2 2 1 1 2 0
32 * 0 0 4 8 0 0 2 5 3 8 1 1 2 0
35 * 0 0 4 8 1 1 3 3 4 7 1 0 0 0
55 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
99 0 0 0 3 6 0 0 2 2 2 4 2 2 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 1 1 0
6 31 26 51 6 14 14 13 19 32 13 7 12 0

２０１７年度関西学生バスケットボールリーグ戦

Team / Coach:

合　　　計
19.4% 51.0%RATE

伊戸 重樹 -

42.9%

Team / Coach:

合　　　計
25.0% 56.5% 45.5%

びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学

№ Ｓ 選　手　名 ＦＴ

木村 颯斗 0

-

３Ｐ

吉永 大器

中村 瞭太

0

18 30

芝田 直樹 17 25
25

20
23

-

-

-
-
-

-

0 -
0

0

-

志賀 直斗 2

-
パン 文則 4

0 -
0 -

89
RATE

２Ｐ

開始時間

芦屋大学

№ Ｓ 選　手　名 AS MINＦＴ Ｆ REBOUND TO BSST

大城 琢磨 0

76

敗チーム

22

26

３Ｐ ２Ｐ

-

PTS

勝チーム

89

勝ち点 4

11:40
会　　場 桃山学院大学

芦屋大学

海部 裕也 13

男子 2部リーグ戦

PTS

232

試 合 日 2017.10.07

三輪 遼太朗 9

記録 関西学生バスケットボール連盟

23
高井 和樹 5 6
喜瀬 文利

びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学

主審 渡辺 達朗 副審 藤田 公介

勝ち点 2コ ー ト

戦評
【総括】
大会7日目第2試合は勝ち点2のびわこと勝ち点3の芦屋大の戦い。序盤からびわこが#19木村、#21今井を中心に
流れを掴み大量リードを奪う。第2ピリオドから芦屋大が#72志賀を攻撃の起点にし20点の点差をじわじわと詰め第3
ピリオドで逆転に成功。対するびわこも#21今井の連続得点でリードを許さない。最終ピリオドは両チームとも得点を
重ね、シーソーゲームになったが、終盤#5喜瀬の活躍により流れを掴んだ芦屋大がびわこを引き離し89-79で芦屋
大が勝利。
【第一ピリオド】
第1ピリオドは両チームともに激しいディフェンスから、得点に繋げる展開で始まる。びわこは、#21今井のシュート
や、#19木村の3Pシュートで得点を重ね、対する芦屋大は#44芝田のインサイドプレーを中心に対応する。点差が開
かないまま残り時間5分になったところでびわこ#19今井が2本目の3Pシュートを決め、流れに乗る。そこからさらに
#21今井を起点に得点を重ね、残り2分で点差は一気に10点差まで広がる。残り1分から#21今井の得点力が炸裂
し、31-15でびわこが15点リードで第1ピリオドが終了。
【第二ピリオド】
前半のうちに少しでも点差を縮めたい芦屋大は#44芝田、#64大城を中心にディフェンスから速攻を出し、少しず
つ追い上げを見せる。しかし、びわこも激しいディフェンスからアウトサイドを中心としたオフェンスでそれを許さな
い。芦屋大が第1ピリオド同様、#72志賀を起点にし、#44芝田のインサイドプレーなどを中心にじわじわと追い上げを
見せ、点差を7点まで詰めたところで第2ピリオド終了。
【第三ピリオド】
1桁の点差で始まった第3ピリオド、びわこ#99林の3Pシュート、#21今井のシュートが立て続けに決まり追いかける
芦屋大は上手く流れを掴めない。5分が経過したところで芦屋大#5喜瀬のバスケットカウントや#11中村の速攻が決
まり流れを掴み逆転に成功。対するびわこは攻守ともにアウトサイドプレイヤーが活躍し、両チーム一進一退の攻防
を見せる。点差はそのまま開くことなく、63-62でびわこが1点リードで最終ピリオドを迎える。
【第四ピリオド】
最終ピリオドは、点差が1点差から動くことなく3分が経過。芦屋大#11中村が2連続得点を決め流れを掴みかける
が、びわこのタイムアウト。タイムアウト終了後引き離されたくないびわこだが芦屋大#61海部、#5喜瀬のシュートで得
点を伸ばし点差は8点差。最後の追い上げを見せるびわこであるが、なかなかシュートが決まらず、点差が13点に開
いたところで試合終了。芦屋大が勝利を収めた。

試合ＮＯ

戦評 川内 優斗(神院大)
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Ｆ REBOUND TO AS ST BS MIN

200

2

木村 郁斗 7 15
今井 稜 32 35

10

山口 直紀 6 27
下村 淳基 0 3

豊田 湧一朗 2

19
今田 哲志 8 31
中塚 隆仁 6

9 33

0 - -

久保 雄太郎 0 7
石川 敦裕

-

林 隼輔 6 18

0

76 200

0 - -
0 - -


